
紹
介

庄
子
大
亮
著

『
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
・
ミ
ス
テ
リ
i

ー
プ
ラ
ト
ン
は
何
を
伝
え
た
か
っ
た
の
か
』

　
『
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
・
ミ
ス
テ
リ
ー
』
と
い
う

書
名
、
そ
し
て
新
書
と
い
う
体
裁
か
ら
、
好
事
家

的
な
内
容
を
想
像
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
確
か

に
い
わ
ゆ
る
専
門
書
と
は
種
類
を
異
に
す
る
も
の

の
、
そ
の
実
、
本
書
は
学
問
に
携
わ
る
人
々
す
べ

て
に
と
っ
て
重
要
な
問
題
意
識
に
貫
か
れ
た
書
物

な
の
で
あ
る
。

　
著
者
、
庄
子
大
亮
氏
の
研
究
テ
ー
マ
は
、
「
古

代
ギ
リ
シ
ア
周
辺
世
界
に
お
け
る
英
雄
伝
説
の
受

容
」
（
『
史
林
』
八
五
巻
二
号
、
二
〇
〇
工
年
、
一

1
　
曇
一
頁
）
な
ど
の
論
考
に
見
ら
れ
る
と
お
り
、

古
代
ギ
リ
シ
ア
神
話
を
社
会
に
位
置
づ
け
て
、
そ

の
意
味
・
意
義
を
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
我
が

国
で
は
、
そ
の
先
鞭
を
藤
縄
謙
三
氏
の
著
作
に
見

出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
の
　
方
で
、
「
古
代

史
」
あ
る
い
は
「
西
洋
史
」
の
枠
に
と
ど
ま
ら
な

い
研
究
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
文
章
の
端
々
か
ら

は
学
問
と
社
会
を
い
か
に
リ
ン
ク
さ
せ
る
べ
き
か

と
い
う
こ
と
に
強
い
関
心
を
抱
い
て
い
る
こ
と
が

う
か
が
え
る
。
本
書
で
は
そ
の
両
面
が
斯
斯
な
く

発
揮
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
本
書
が
議
論
の
郵
信
に
載
せ
る
の
は
、
か
の
プ

ラ
ト
ン
が
語
っ
た
「
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
物
語
」
で

あ
り
、
そ
れ
は
噸
テ
ィ
マ
イ
オ
ス
』
『
ク
リ
テ
ィ

ァ
ス
』
と
い
う
二
篇
の
対
話
篇
、
と
く
に
後
者
に

お
い
て
詳
細
に
語
ら
れ
て
い
る
。
太
古
の
昔
、
大

西
洋
上
に
繁
栄
を
極
め
た
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
と
い

う
国
が
あ
っ
た
。
一
時
は
地
中
海
金
甲
の
征
服
を

企
図
す
る
も
、
こ
ち
ら
も
ま
た
伝
説
上
の
国
家
で

あ
る
古
ア
テ
ナ
イ
に
よ
っ
て
撃
退
さ
れ
る
。
征
服

欲
に
満
た
さ
れ
、
人
々
が
次
第
に
堕
落
し
て
い
く

さ
ま
は
神
々
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
つ
い
に
は

神
罰
に
よ
っ
て
海
中
に
没
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

（「

謌
齒
ﾍ
　
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
伝
説
と
は
何
か
」
）

　
プ
ラ
ト
ン
自
身
が
「
真
実
の
話
」
と
強
調
す
る

こ
の
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
物
語
は
、
古
代
に
お
い
て

世
間
の
耳
目
を
集
め
た
が
、
中
世
に
な
る
と
い
っ

た
ん
興
味
は
途
絶
え
る
。
そ
れ
が
再
燃
し
、
現
在

ま
で
継
続
す
る
関
心
の
源
と
な
っ
た
の
が
、
「
新

大
陸
の
発
見
」
で
あ
っ
た
。
著
者
は
、
ア
ト
ラ
ン

テ
ィ
ス
が
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
を
解
明
し
よ
う
と

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
を
丹
念
に
解
説
し
て
い
く
。

そ
れ
と
同
時
に
、
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
へ
の
関
心
は

各
時
代
・
地
域
の
事
情
が
反
映
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
。
そ
し
て
、
大

西
洋
実
在
説
か
ら
、
果
て
は
超
古
代
文
明
説
ま
で

検
討
し
た
う
え
で
、
い
ず
れ
も
ミ
ス
テ
リ
ー
の
答

え
と
す
る
に
は
足
り
な
い
と
し
、
よ
り
根
本
的
な

問
題
へ
と
筆
を
進
め
る
。
（
「
第
二
章
　
ア
ト
ラ
ン

テ
ィ
ス
は
文
明
の
起
源
か
？
」
「
第
三
章
　
ア
ト

ラ
ン
テ
ィ
ス
と
ミ
ノ
ア
文
明
」
「
第
四
章
探
索

は
続
く
」
）

　
根
本
的
な
問
題
は
、
「
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
伝
説

は
な
ぜ
語
ら
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
」
と
い
う

問
い
が
こ
れ
ま
で
た
て
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と

に
あ
る
。
著
者
は
、
こ
の
物
語
を
語
っ
た
プ
ラ
ト

ン
の
意
図
が
国
家
像
の
提
示
に
あ
っ
た
こ
と
を
見

出
す
。
す
な
わ
ち
、
「
望
ま
し
く
な
い
国
家
、
ア

ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
」
と
「
理
想
的
な
国
家
、
古
ア
テ

ナ
イ
」
と
い
う
対
の
国
家
像
で
あ
る
。
最
後
に
プ

ラ
ト
ン
の
神
話
観
を
整
理
し
、
プ
ラ
ト
ン
が
理
想

の
国
家
像
を
説
く
た
め
に
な
ぜ
物
語
と
い
う
形
式

を
用
い
た
の
か
解
き
明
か
す
。
そ
こ
で
は
、
真
実

と
虚
構
に
対
す
る
私
た
ち
自
身
の
姿
勢
も
問
い
直

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
（
「
第
五
章
　
ア
ト

ラ
ン
テ
ィ
ス
伝
説
は
な
ぜ
語
ら
れ
た
の
か
」
「
第

六
章
　
伝
説
の
真
実
し
）
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以
上
が
、
本
書
の
概
要
で
あ
る
。
議
論
の
綱
部

や
推
論
に
、
疑
問
や
異
論
の
余
地
な
し
と
は
し
な

い
。
し
か
し
、
古
代
（
あ
る
い
は
各
自
の
専
門
と

す
る
時
代
）
と
現
代
の
関
わ
り
を
考
え
る
、
そ
し

て
学
問
と
社
会
の
リ
ン
ク
を
考
え
る
う
え
で
、
本

書
に
学
ぶ
べ
き
点
は
多
い
。
専
門
の
如
何
に
関
わ

ら
ず
、
学
問
に
携
わ
る
多
く
の
人
々
の
手
に
取
っ

て
い
た
だ
き
た
い
好
士
で
あ
る
。
結
論
に
い
た
る

ま
で
著
者
の
文
章
は
平
易
か
つ
明
晰
で
あ
り
、
読

者
は
そ
の
語
り
口
に
一
気
に
引
き
込
ま
れ
る
こ
と

だ
ろ
う
。

　
　
　
（
B
4
0
版
　
二
〇
一
頁
　
P
H
P
研
究
所

　
　
　
　
　
二
〇
〇
九
年
一
一
月
　
士
別
七
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
野
光
宜
）

｝
○
動
ぎ
塵
累
．
い
①
霧
置
（
巴
ω
．
）
“

§
画
聖
罎
ミ
牛
肉
乳
磯
執
§
ミ

い
犠
鷺
沼
ミ
鳶
ミ
電

　
～
九
七
〇
年
代
以
降
、
西
洋
古
代
史
の
領
域
で

は
、
二
〇
世
紀
後
半
の
文
化
多
元
主
義
を
思
想
的

背
景
と
し
て
伝
統
的
な
ロ
ー
マ
帝
国
衰
亡
史
観
を

拒
絶
す
る
「
古
代
来
期
」
（
欝
け
Φ
〉
簿
δ
彊
芽
）

な
る
研
究
分
野
が
台
頭
し
、
一
九
九
五
年
に
は
米

国
で
こ
の
領
域
を
専
門
に
扱
う
学
会
「
古
代
末
期

の
境
界
変
動
」
（
ω
鉱
団
円
q
q
閃
困
。
暮
δ
誘
貯
ピ
餌
8

諺
馨
5
鼠
2
）
が
発
足
し
た
。
各
大
会
の
成
果
は

論
文
集
と
し
て
一
九
九
六
年
か
ら
刊
行
が
始
ま
り
、

そ
の
七
冊
目
と
な
る
本
書
に
は
、
二
〇
〇
七
年
に

米
国
・
コ
ロ
ラ
ド
大
学
で
開
催
さ
れ
た
第
七
回
大

会
の
報
告
四
四
本
の
う
ち
、
内
容
の
質
お
よ
び

門
宗
教
の
力
」
と
い
う
テ
ー
マ
へ
の
翼
翼
性
如
何

の
観
点
か
ら
審
査
を
経
て
選
ば
れ
た
二
八
本
の
論

考
が
収
録
さ
れ
る
。
執
筆
者
は
米
国
の
一
四
名
と

英
国
の
六
名
を
は
じ
め
、
イ
タ
リ
ア
か
ら
二
名
、

ニ
ュ
…
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
豪
州
、

カ
ナ
ダ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ド
イ
ツ
か
ら
各
一
名
と
、

英
語
圏
の
研
究
者
が
中
心
だ
が
欧
州
諸
国
か
ら
も

若
干
の
参
加
が
あ
り
、
実
際
の
大
会
に
は
他
に
ス

ペ
イ
ン
、
ギ
リ
シ
ア
、
ま
た
イ
ス
ラ
エ
ル
か
ら
の

参
加
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
げ
菖
層
＼
＼
毛
を
≦
．
O
O
｝
O
鑓
鼻
O
■
Φ
侮
q
＼
O
｝
餌
ω
。
。
｝
O
ω
＼
①
く
Φ

簿
ω
＼
ω
角
く
目
色
。
旨
Φ
．
和
白
お
よ
び
『
古
代
史
年

報
聴
六
、
二
〇
〇
八
年
、
五
一
二
－
六
五
頁
所
収
の

足
立
広
明
氏
に
よ
る
本
大
会
参
加
記
を
参
照
）
。

　
本
書
は
、
編
者
の
ひ
と
り
混
じ
①
口
し
。
鉱
に
よ
る

趣
旨
説
明
と
簡
要
な
内
容
紹
介
と
を
含
む
序
論
に

続
き
、
八
部
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
限
ら
れ
た
紙
幅

ゆ
え
多
岐
に
及
ぶ
論
点
の
一
々
を
詳
し
く
紹
介
す

る
こ
と
は
叶
わ
な
い
が
、
編
者
の
書
を
よ
す
が
と

し
て
各
部
の
内
容
を
瞥
見
す
る
な
ら
ば
、
あ
ら
ま

し
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
第
一
部
は
「
宗
教
と
言
葉
の
力
」
と
題
さ
れ
、

「
古
代
末
期
」
の
著
作
家
フ
ル
ゲ
ン
テ
ィ
ウ
ス
や

ア
ン
ブ
ロ
シ
ウ
ス
ら
に
よ
っ
て
、
ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ

ス
や
セ
ネ
カ
な
ど
の
古
典
文
学
が
新
し
い
文
脈
の

な
か
で
い
か
に
繰
り
返
さ
れ
変
容
し
た
か
、
宗

教
・
力
・
テ
ク
ス
ト
の
交
差
す
る
場
が
探
ら
れ
る

（
削
・
≧
ぴ
荘
旨
U
o
ω
。
。
押
○
．
知
簿
ω
℃
鶏
鼻
∪
．

ω
冨
自
Φ
罫
括
弧
内
は
執
筆
者
、
以
下
同
）
。
第
二

部
「
神
を
御
す
る
」
は
、
「
古
代
末
期
」
の
哲
学

者
ポ
ル
フ
ユ
リ
オ
ス
と
イ
ア
ン
ブ
リ
コ
ス
を
主
た

る
対
象
と
し
て
、
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
と
そ
の
神
秘

秘
術
に
関
す
る
論
議
を
扱
う
（
国
．
9
σ
q
Φ
ω
Φ
昌
ω
■

国
暑
Φ
渉
」
。
ぎ
ω
。
μ
）
。
第
三
部
「
皇
帝
と
宗
教

的
権
力
の
展
開
」
で
は
、
モ
ダ
ニ
ス
ト
に
よ
る

「
教
会
と
国
家
」
の
区
別
は
「
古
代
末
期
」
に
は

適
用
し
え
ぬ
と
さ
れ
、
皇
帝
権
力
と
不
可
分
に
結

び
付
け
ら
れ
た
当
時
の
宗
教
的
権
威
の
あ
り
さ
ま

が
、
嬰
児
遺
棄
や
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
ニ
世
治
下
の
宗

教
政
策
な
ど
を
通
じ
て
考
察
さ
れ
る
（
旨
O
毎
ぴ
げ
飢

即
観
8
銅
ρ
℃
餌
注
①
導
奔
頃
．
い
①
薯
ヨ
）
。
第

四
部
「
教
会
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
と
宗
教
的
権
力
の
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